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消
費
者
相
談
の
事
例
か
ら

賃
貸
住
宅
の「
現
状
回
復
」ト
ラ
ブ
ル
に
注
意
！

住
み
始
め
る
時
か
ら「
い
つ
か
出
て
い
く
時
」に
備
え
よ
う
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賃
貸
借
契
約
は
長
期
間
に
渡
る

こ
と
も
多
く
、
中
で
も
退
去
時
の

「
原
状
回
復
」
に
関
す
る
相
談
が

多
く
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

【
事
例
１
】

　

敷
金
礼
金
不
要
の
ア
パ
ー
ト
を

退
去
し
た
ら
、
契
約
書
の
記
載
と

異
な
る
エ
ア
コ
ン
清
掃
代
や
入
居

前
か
ら
あ
っ
た
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
の

キ
ズ
の
修
繕
費
用
ま
で
請
求
さ
れ

た
。

【
事
例
２
】

　

ア
パ
ー
ト
を
退
去
し
た
際
、
家

具
の
設
置
に
よ
る
へ
こ
み
や
設
置

痕
の
修
繕
費
用
や
、
契
約
書
に
記

載
の
な
い
費
用
を
請
求
さ
れ
納
得

で
き
な
い
。

◎
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
よ
り

　

賃
貸
借
契
約
の
「
原
状
回
復
」

と
は
、
借
主
の
故
意
・
過
失
に

よ
っ
て
賃
貸
住
宅
に
生
じ
た
傷
や

汚
れ
（
損
傷
）
な
ど
、
ま
た
借
主

が
通
常
の
使
用
方
法
と
は
い
え
な

い
よ
う
な
使
い
方
を
し
た
こ
と
で

生
じ
た
損
傷
な
ど
を
元
に
戻
す
こ

と
を
い
い
ま
す
。
賃
貸
借
契
約
が

終
了
し
た
時
、
借
主
は
賃
貸
住
宅

の
原
状
回
復
を
行
う
義
務
を
負
い

ま
す
。
し
か
し
借
主
の
責
任
に
よ

る
も
の
で
は
な
い
損
傷
や
、
普
通

に
使
っ
て
い
て
生
じ
た
損
耗
（
通

常
損
耗
）、
年
月
の
経
過
に
よ
る

損
耗
・
毀き

損そ
ん

（
経
年
劣
化
）
な
ど

に
つ
い
て
は
、
原
状
回
復
を
行
う

義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

〈
注
意
す
る
ポ
イ
ン
ト
〉

〇
契
約
前
に
、
契
約
内
容
の
説
明

を
よ
く
聞
き
、
契
約
書
類
の
記
載

内
容
を
よ
く
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

〇
入
居
す
る
時
に
は
現
在
の
状
況

を
よ
く
確
認
し
、
記
録
に
残
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
入
居
中
に
ト
ラ

ブ
ル
が
起
き
た
ら
、
す
ぐ
に
貸
主

側
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

〇
敷
金
や
礼
金
な
ど
が
か
か
ら
な

い
賃
貸
住
宅
は
、
初
期
費
用
が
抑

え
ら
れ
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
反
面
、

退
去
時
に
原
状
回
復
費
用
が
敷
金

か
ら
差
し
引
か
れ
る
こ
と
な
く
請

求
さ
れ
る
た
め
、
退
去
時
に
ま
と

ま
っ
た
額
の
支
払
い
が
必
要
と
な

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

退
去
時
に
は
精
算
内
容
を
よ
く
確

認
し
、
納
得
で
き
な
い
点
は
貸
主

側
に
説
明
を
求
め
ま
し
ょ
う
。

〇
国
土
交
通
省
の
「
原
状
回
復
を

め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
と
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
で
費
用
負
担
な
ど
の
現
時
点

に
お
い
て
妥
当
と
考
え
ら
れ
る
一

定
の
基
準
を
示
し
て
い
ま
す
。
た

だ
し
、
原
状
回
復
に
関
す
る
規
定

も
特
約
に
よ
っ
て
変
更
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
契
約
書
に
「
ハ
ウ

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
費
用
は
全
額
借

主
負
担
と
す
る
」
と
い
っ
た
特
約

が
記
載
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る

の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

問
合
せ

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
２
階
）
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